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The partially preserved left humerus of the Desmostylia (Mammalia) has been collected from the riverbed 
in Obara, Misaki-cho, Okayama Prefecture in the western Japan. This specimen can be classified to the 
genus Paleoparadoxia by the following features: the absence of the supratrochlear foramen; the curved 
disto-lateral border of the shaft in the antero-posterior view; the medio-laterally expanded flat trochlea of 
humerus. Moreover, this specimen can be referred to cf. P. media on the basis of its middle-sized dimensions. 
This is the second occurrence of Palaeoparadoxia from Okayama Prefecture. 
 




















a 第 1 図 化石採取位置 第 1 図 b は日本国土地図出版「中央町全図」を使用
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束柱目 Order Desmostylia Reinhart, 1953 
パレオパラドキシア科 Family Paleoparadoxiidae 
Reinhart, 1959 
パレオパラドキシア属 Genus Paleoparadoxia 
Reinhart, 1959 
cf. Paleoparadoxia media 
 
第 2 図 cf. Paleoparadoxia media (MUD-1)，左上腕骨。写真撮影方向： a. 内側，b. 前方，c. 外側，d. 尾方，e. 遠位。形態
略号： Cah 上腕骨頭, Col 上腕骨頚，Coh 上腕骨体，Elat 外側上顆，Emed 内側上顆，Fco 鈎突窩，For 肘頭窩，Snrad 橈
骨神経溝，Tdt 三角筋粗面，Tpm 大円筋粗面，Trh 上腕骨滑車 
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判別文（Inuzuka, 2005）： 
パレオパラドキシア属の 3 種の中で，中間的な大き
さの種： P. tabatai よりも小さく，P. weltoni より大
きい。下顎第三臼歯に 5 個あるいは 6 個の主咬頭を持










































第 1 表 cf. Paleoparadoxia media（MUD-1）と Paleoparadoxia 各種との計測値（mm）の比較。計測項目（犬塚（2009）
に従う）：1. 全長，2. 近位矢状径，3. 近位横径，4. 骨頭矢状径，5. 骨頭幅，6. 大結節高，7. 体最小横径，8. 体中央矢
状径，9. 遠位最大幅，10. 滑車下端幅，11. 肘頭窩幅，12. 滑車最大幅，13. 内側顆矢状径，14. 外側顆矢状径，15. 滑
車上孔幅，16. 滑車上孔高。L: 左側，R: 右側，±: 真の値におよそ近いと推測される。 
P. cf. media P. media P. media P. tabatai P. tabatai P. weltoni
Misaki Izumi San-yama Stanford Kintaichi Point Arena
MUD-1 NSM-PV5601 UCMP81302 UCMP114285
L L L L R
Present paper Inuzuka, 2009 Saegusa, 2002 Inuzuka, 2005 Oishi et al., 1990 Inuzuka, 2009
1 372 394 307 324+ 540 261+
2 - - 98 - -
3 - - 94 - -
4 26+ - 56 - -
5 38+ - 70 - -
6 - - - -
7 36 36 38 64 34
8 41 59 58 99 42
9 - 113 152 80+
10 83+ 90 123 64±
11 - 56 65 46
12 - 52 90 34
13 41+ 70 109 -
14 47+ 55 108± 54
15 - - - -
16 - - - -



























る。パレオパラドキシア属には 3種（P. tabatai, P. media, 
及び P. weltoni）が確認されており，そのうちの 2 種
（P. tabatai と P. media）の産出が日本から報告されて
いる（例えば犬塚，2009）。P. tabatai はこれら 3 種の
中で最大の生物であり，P. media は 3 種の中で中間的
な大きさの生物である（Inuzuka, 2005）。本標本は P. 
tabatai よりも小さく，P. media あるいは P. weltoni に
近い大きさである（第 1 表）。本標本の上腕骨体は横
方向に P. media に似た大きさを示すが，前後方向に
は小さな値を示す（第 1 表計測項目 7，8）。パレオパ
ラドキシアの頭骨と歯において，性的二型が報告され
ているが，四肢骨における性的二型は報告されておら
ず（Hasegawa et al., 1994），本標本の上腕骨体の大き
さの不一致が性的二型を示すものか，個体差を示すも
のかを判断することはできない。本標本の上腕骨体は
細く，P. media よりも P. weltoni に似たプロポーショ
ンを示すが，上腕骨滑車の下端幅は P. weltoni よりも
有意に大きい（第 2 図，第 1 表計測項目 10）。以上の
ことから，本標本は P. media であると考えられるも
のの，同種の判別文に含まれる上腕骨稜の特徴が不明
である。現時点において，同定に至る十分な情報を得


























シアであり，上腕骨滑車の下端幅は P. weltoni よ
りも有意に大きい。同定に至る十分な情報は得ら
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